６　神社勧請の事情
町内祭神に「天照
　前掲第２表の祭神を通覧して気づくことは、天照大神が１社もないことである。これは、地民と皇室との関
大神」がないこと　　係を考えるうえに注意すべき点がある。一方出雲勢力との関係を考えるうえにも大切なことであるが、それは後に述べるとする。
氏神・産神の意味
　前にも示した明細帳に、村々の本社を、氏神といったり産神といったり、住民を氏子、あるいは産子という言葉で記載されているように、「氏神・産神」いずれもいまでは同じことで、「ウブスナ＝産土」の意味である。日本における古代氏族共同体社会から氏族制社会にかけての氏族の「長者」を神格化したもので、つまり、族長のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みたま),霊)で、一族上下の関係における頂点に位置し、その祖神として子孫から崇敬祭祀されていた。即ち、氏族団体の祖先崇拝の信仰社会から自然発生したものであり、その祖神から流れた血族団体が氏子である。仏教徒における先祖様と子孫の信仰のつながりと同じことで、ただ神道と仏教との違いは、その祭祀様式が異なるのと、氏神は、もとは先祖のみたまであるのに対して、仏教は、祖先のみたま以外に、個人の魂を神格化しその如来一仏信仰を主体としていることであるが、それが後には、氏族の中に血統の異なった氏族が混入し、地方ごとの豪族の勢力によって統制される小国家の氏族制度ができあがり、農耕社会になって純粋な氏神信仰に変わり、その土地の産業擁護の神として「産土神の信仰」が生れたのである。そして、さらに一転して、血統とは何等関係のない他の高名神を勧請する信仰が生まれるようにもなった。源頼朝が、武道の神・男山から勧請した八幡宮を鎌倉鶴ケ岡に建立し、源氏の守護神としたことがもととなって、一般地頭に八幡宮信仰が発展していったようなものである。（ただし、八幡の元は、宇佐の鷹居瀬宮に鷹神天皇を配祀したのにはじまる。）これは、藤原氏の春日神社信仰に向こうをはったものともいわれている。羽合町の神社は、湊ノ神だけは、どうも古代羽合を開発した豪族の氏神らしい匂いがあることは前編にも述べておいたが、その他は、中世以来の勧請神がほとんどである。
神社勧請の考察
　さて、勧請の動機であるが、前２表にあらわれた１８社の祭神・スサノオノミコトは、もとはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あまつ),天)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)で天照大神の弟神であることは周知のことであるが、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たかまがはら),高天原)における姉弟のトラブルからヨミノクニに追放されたが、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やまたのおろち),八岐蛇)退治の縁故により出雲国に落着かれたという神話によって、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くにつかみ),地祇)としての信仰が強まった。アメワカヒコも元は天神であるが、下照姫の夫となってこれも出雲の神となったという神話からみて、地祇として取扱ってもよい。
スサノオノミコト
　いずれにしても、スサノオノミコトをこの地方に多く勧請したのは、察するところ、（１、）中世以降出雲大
が多い事情
社の勢力が盛んになったので、だんだん伯耆方面にその信仰が浸潤してきた結果ともいえるし、距離もまた近い。（２、）天ツ神の祖神伊勢皇太神宮は、交通不便な昔では勧請に困難な事情があり、この方には別に勧請して本社を創立しなくても、伊勢のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おし),御師)の御祈禱ですませる方便があったこと。従って、それにつれて他の天ツ神の信仰も濃厚にならなかったのではなかろうか。伊勢への御祈禱の顕著な例として、鳥取池田藩の「天保十亥歳改分限帳＝他国寺社」の部をひらいてみると、「一、弐百俵伊勢上部太夫。一、百俵伊勢白髪太夫」とある。これは、諸国を御祈禱のため巡回していた伊勢皇太神宮御師２人に対し、３００俵の御祈禱米を奉納しているのである。右へならえで藩内各部落でも、庄屋がそれぞれ伊勢御師（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たゆう),太夫)）に村内の御賽銭をあつめて奉納したことが、長江村音田九良右衛門日記や、長瀬村戸崎文之右衛門記録にもみえる。また、天保ごろには、金毘羅信仰もずいぶん普及していたとみえて、真宗門徒以外の村々には、金毘羅大権現の灯明灯籠のないところはないくらいであった。これは、四国の琴平神社の遙拜所ともいえ、田後にも立派な金毘羅神明が残っている。
その他の神勧請の
　要するに、出雲神と伊勢神との勧請比率の差はこういう事情から生じたのであろう。その他の神々において
事情
は、「ハヤアキツ　　　」は水の神・湊の神・水路の神であり、また、田後に八幡神の小祠のあったのは、田後城（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やかた),館)）主南條元周の守護神として、本社大宝天皇勧請以後に祀りはじめたとみるべきである。下浅津の若宮「アメノワカヒコ」は、昔の下浅津梶屋大明神主が一ノ宮祢宣の藤津米原であった関係から、その一ノ宮祭神中の天稚彦命を勧請せしめたものであろうと思われる。これらの神を祀るようになった動機は、天災・地変・凶年・疫病退散のためであろう。最後に１つつけ加えておきたいことは、羽合町内に京都の祇園・賀茂・春日
京都から勧請して
の３神を勧請していないことは不思議なようであるが、宇野・南谷・上下浅津・田後など真宗門徒の村々では、
いない事情
本山である東・西本願寺のにらみのきくところからでは勧請もできなかったであろうし、また、この両社からは布教宣伝の御師も来ていなかったであろう。ただ、長瀬の天児屋根命は藤原氏の遠祖であり、これを祀った春日神社は、京都で藤原氏の氏神ではあるが、長瀬に勧請したのは、宝徳元年のこの地方にはまだ真宗発生のなかったころのことである。また、この神は近江からの勧請でもある。

　氏神と氏子、勧請の動機・信仰の関係は、まずこのようなものであろうが、神社信仰と皇室尊崇との関係についても、昔の氏子にはどう理解され受けとめられていたかということがはなはだ重要な問題であるが、これは項を改め別に述べた方がよいと思うので、ここでは氏子としての身近な問題だけをとりあげておいた。
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